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　私たちの研究室（大学院）は、今年度

から「臨床哲学」を名乗り、看護・教育

の経験者である社会人の方々を受け入れ

ました。臨床哲学の授業（金曜日午後６

時より）ではケアや看護のことを中心に

議論し、臨床哲学研究会（公開）では教

育のテーマを設けてアクチュアルな問題

にコミットすることに努めています。そ

れに合わせて、院生の多くは、医療研究

グループか教育グループかに属し、臨床

哲学の創出・展開にそれぞれの立場から

参加しています。本号では、教育グルー

プの活動が中心に報告されていますが、

医療研究グループも事例検討に、老健施

設の見学にと意欲的に取り組んでいます。

  臨床哲学のプロジェクトはまだ始まっ

たばかりです。＜現場＞に出ていくとい

うことも、自分なりの＜現場＞を作り出

すということも、容易ではありません。

でも、これまでの哲学、これまでの大学、

これまでの制度的・職業的ケアに安住す

るのがいやなら、道のないところに道を

通していくしかないのです。挑戦的にこ

ういいましょう。真理は＜発明＞されな

ければならない、と。
（なかおかなりふみ・教授）
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